
  

 

11 NSM/SSM 術後の二期再建は一期再建より望ましいか？ 

 

■ 推奨             合併症は二期再建で少ないが，一期再建も二期再建も整容性に関しては優劣が

つかない。二期再建が一期再建より望ましいとはいえない。 

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 NSM（nipple-sparing mastectomy）/SSM（skin-sparing mastectomy）は一次再建を前提

とした術式であり，多くの文献は一次再建に関するものである1-9）。そして，再建方法はシリコン乳

房インプラントによるものや，各種皮弁（広背筋皮弁，TRAM fl ap：transverse rectusabdominis 

myocutaneous fl ap，DIEP fl ap など）によるものとさまざまである。局所再発率は，2 .6～3 .8 % で

あり他の乳癌術式と比較しても高くはない。 

NSM/SSM 後の再建における一期か二期かの報告は，人工物による再建に関するものが多い。一

方，自家組織再建に関する報告の多くは一期再建に関するものである2）。 

合併症に関しては，一期再建で多くなるとする報告が多く，特に乳房皮膚壊死の割合が高い。エキス

パンダーでは血流に問題がある皮膚に対する緊張を緩和することが可能であるため，皮膚壊死が起こる

頻度が一期的シリコン乳房インプラント再建より少なくなるのではないかとの考察がある1 , 2）。 

近年，欧米諸国ではADM（acellular dermal matrix）を併用する症例が増加しており，一期的シリコ

ン乳房インプラント再建が増加している5 , 6）。採択文献ではADM 使用，不使用が混在しているが，

本邦ではADM が使用できない状況にあり，その点は考慮する必要がある。 

整容性に関しては一期再建と二期再建の間で有意な差がないとする報告が多かった4 , 5 , 7）。手術回 

数，通院回数，コストに関しては一期再建において少なく，利点といえる7 , 9）。 

人工物による一次再建を安全に施行できるかどうかは，切除側の条件が大きく影響する。乳房切除 

後における皮膚の薄さ，血液灌流の状態などを十分に確認し，一期再建とするか，二期再建とするか 

を決定すべきである3 , 8）。 

 

今後の課題 本邦ではADM が使用できないので，海外の状況と異なっている。一期再建と二期再建の比

較の場合，多くが人工物再建に関する文献である。今後，本邦の状況に即したエビデンスの高い研究報

告が望まれる。 
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